
京都市南区上鳥羽仏現寺町 1番地

第 3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減  報 書

, 記 名 押 即 又 は 者 |

帝 産 京 都 自
取締役社長

電 話

ヤト 1. 4ヽ|る □には、レロjを記入してください!l lセ事業者以外の事k打の方fiレロ)の|ど人は不要で→子

2 fえ 準年度」とは計lm 4期間の前年度を、 「日僚年度Jと は計LF g期間の最終年度を 「報キ年度Jと は計陣i期間のうち、今回線告の対象となる年度をいい芸すj

3「 事業所等排出に分Jと は京都府内の事業所牛の事業活動のためのェネルギーの使,1に十1い発4iするほ宝効果イスを 「輸送車両排出区分Jと は自動車連送事業者について!i使用の本拠のイ立
置を京都府内とする葺i■lの排出するl■室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温宝効果ツスを 「その他排出に分Jと は L p L以外の京都イナ内における
0業 所件の事業活動に伴い発」二十る温宝効果イスをいいます.

4  f子 の他の地球は暖化対策に たる'ユt効 果サスの0 ,法暑等Jブ)末慧についてl i  : 1画期間中ブ)々績の螺: |を記入してください‐
(何| ,  グリーン電力の確人によるl■宝勧英イスの制肢 え績が 1む午代 5ト ンで1 9年1空1 0トンの場合、 1 9年 低の報告書の実績について1よ1 8年 々と 1 9午 々′)実績を象| |し1 5 'ン セ記入

5「 持た事r p  Jには、平成 2年 度 ( 1 9 9 0年 ナ〔)を 基準とした排出感の対比やエネルギーー,単 位C 0 2排出宝、行エネ製品開をなど他tの 注宅t l l呉イス排出印1減への貢献、タリーン調達の採
l l l、持せ7ロ ンなどの条例荷「E外のとと効果イス7 1削減などを記入 してください,
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京都府地球温暖化対策条例第 19条 の規定により提出 します。

特定事業者の

主たる業種

客 連

該 当す る争 菜

者 要 件
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算 して1、500キロリントル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又はパス100台以上/タ クシー150台
以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算 して3,000ト
ン以上))

計 画 期 膚 平成  18 年 4 月 ～  平 成    20 年 3 月

基 本 方 字 全体でC0 2は排出量を3%削減す る,

隆 建 体 椰 特別
一斉点呼において、営業担 当役員 を中心 としてアイ ドリングス トップの呼びかけ とエ ヨ ドライブの推進 を指導 ・徹底 した。

(月1回 )

只

雑

達中中申
卒
体
及

年度 設備 、対象、■1柱等 措 置 内 容

輸送車両 アイ ドリングス トップと エ コ ドライブの実施で2%削 減する。

事務所 エアコンの調整使用等で、電力を2%削減する。
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の 排出区分
昼 呼 千 残 ( 夫 僚 ノ

( 1 6 )年 度

(1餞化た芸換算 (t ) )

H 保 千 皮 ( ●T 四 ブ

(19)年 度

(二酸化炭素換算 (1))

(計画)
(弘)

被 百 子 慎 ( 夫 棋 ブ

( 1 9 )年度
{ i磁 化炭素換算 ( 1 ) )

(実績)
()!、)

A事 業所等排出区分 278 4738 t 270 1193  t -30 % 265 428  t 4 7 er)

B輸 送車両排出区分 3,040 9109 t 2,949 6835 t -30 ,1 2,588 800 t 149,ぉ

cそ の他排出区分 t

排出合計 1    3,319 3847 3,219 8028 t -30 % 2,854 228 140 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報 告 牛 反 (兵 碩 ブ

取組1畳牛 (二酸化炭素換算 て1)) 販線 畳写 rt駿 化't素換算 (

森林の保全及び整備 (整備面格 (吸収 窒) (整備面権 (吸収 駐)

府 内 産 の 木 材 の 利 用 ( 子Ⅲ用 最) (削減量) (和1用畳) (削減畳)

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

(売電 豊) (削減 畳) t (先電 屋) (削減 量) t

( 熱供給目 (削減 畳) (熱快結 堂 (削減R) t

グリーン電力の購入 (麟人畳) (常り減 量) t (購入畳) (削減 号)

削減量等合計 t

差引排出量

(り1出介B41_削減卒合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減暮 (討い) 報告年度 (実績) 高J滋■ (資績)

t !| に1) 3,219 8o28t - 3 0 % (とJ)(Ⅲわ                      2,854 228 t -140 て ん

府 記 事 琴 事業所等の各種別とも、削減効果が有 り 4 7 %と なつた。輸送車両は、燃料価格の高騰も有 リアイ ドリングス トップ等の徹底を
り削減努力の効果が得られた。これに加えて、車両の稼働及び走行キロの低下によリー1 4 9 %となり、全体で 1 4 %となった。

連 絡 先 担  当   部  署

担 当 者 氏 名

住 所

電 番 号

フ ァ ク シ ミ ツ番 号


